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第 61 回福島県農業賞を受賞されました郡山市の小林正一郎様、良子様御夫妻が、受賞報告のため

市長を表敬訪問されます。 

１ 日 時  ９月１５日(火) 午後２時３０分 

２ 場 所  市役所秘書課応接室（本庁舎２階） 

３ 訪問者  小林 正一郎 様（片平町） 

       小林 良子 様 

４ 応対者  郡山市長 

       農林部長 

〈受賞内容〉 

受賞内容 第 61 回福島県農業賞 農業経営改善部門 

経営内容 水稲、イチゴ 

経営上の特徴 ・水稲約 30ha の大規模経営を、ICT によるほ場管理システムを活用し、1 筆ごと

複数の品種に対応した管理を実施し、また大規模化に伴うリスクに対処するため、

適期を逃さない管理・作業内容を家族全員で情報共有を行うことで、雇用に頼ら

ない家族労働により行っています。 

 冬季の労働力を活用するため、妻の良子氏が主担当となり、環境制御技術を取

り入れた施設イチゴを栽培し、「片平イチゴ」のブランドの一翼を担っています。 

地域への貢献 ・郡山市農業委員として農地利用調整や農業者の相談、意見のとりまとめを行う

とともに、地域の青年農業者育成支援にも貢献されております。 

 また、中心的担い手となっている片平西部地区の「人・農地ﾌﾟﾗﾝ」策定に農業

委員として積極的に携わり、地域の調整役を担っています。 

・高齢化により機械投資をためらっている近隣の稲作農家の収穫乾燥調製作業を

現在 5ha 受託し、適切な管理、責任ある作業を行っていることから、今後もさら

に地域の担い手として委託希望が増加することが見込まれています。 

     

〈福島県農業賞〉 

     福島県では、県内の農業者で農業経営の改善や集団活動に意欲的に取り組み、優れた成績をあげている経営

体や集団を表彰しています。 

     今年度は 10 組が受賞され、表彰式は９月９日（水）に福島市（杉妻会館）において行われました。 

 

令和２年９月 10 日 

郡山市農林部 

農業政策課 

担当：須藤 京子 

TEL：924－2201 

第 61回福島県農業賞受賞 

小林 正一郎様、良子様が 

    受賞報告のため表敬訪問されます 

SDGｓ ターゲット 2.4「持続可能な食料生産システムを確保し、強靭（レジリエント）な農業を実践する。」 

ターゲット ２.４ 
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